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議会だより

　　平成 27 年度一般会計・特別会計および公営企業会計決算について審議を行い、一般・
特別会計では歳入総額 10,927,461 千円、歳出総額 10,567,420 千円を認定し、公営企
業会計についても認定した。

特別会計 （千円）

特別会計 歳入総額 歳出総額
国 民 健 康 保 険 1,236,266 1,236,100 
住宅改良資金貸付 ー ー
育 英 奨 学 貸 付 17,822 16,200 
赤 河 内 財 産 区 9,433 184 
簡 易 水 道 159,964 139,591 
漁 業 集 落 排 水 19,636 19,604 
公 共 下 水 道 125,268 119,731 
介 護 保 険 1,277,692 1,198,314 
診 療 所 37,548 31,853 
後 期 高 齢 医 療 137,657 134,310 

公営企業会計
水道事業 （千円）

総収益 総費用
平成27年度 83,486 81,007 
平成26年度 78,498 71,818 

病院事業 （千円）

経常収益 経常費用自己収益
日和佐 357,252 204,575 371,184 
由 岐 455,061 339,744 601,221 
美 波 52,325 48,138 276,788 

歳入
一般会計
歳入総額

7,906,175千円
（前年度比 28.2％増）

歳出
一般会計
歳出総額

7,671,533千円
（前年度比 29.3％増）

依存財源
6,353,152千円

80.4％

町税
509,279千円

6.4％

自主財源
1,553,023千円
19.6％

地方交付税
3,346,880千円

42.3％

県支出金
1,288,450千円
　  16.3％

国庫支出金   
449,754千円
　　 　5.7％

繰越金
235,544千円
3.0％

町債
1,077,300千円

13.6％

各種交付金
152,333千円　2.0％

財産収入
38,723千円
0.5％

諸収入
197,848千円
2.5％
その他
571,629千円
7.2％

地方譲与税
38,435千円　0.5％

人件費
1,057,975千円

13.8％

公債費
676,763千円

8.8％

物件費
1,030,738千円

13.4％
積立金

535,212千円
7.0％

普通建設費
645,035千円

8.4％

補助費等
2,634,998千円

34.4%

繰出金
652,759千円

8.5%

災害復旧費
45,946千円　0.6％

維持補修費
8,274千円　0.1％

 　扶助費
 383,833千円
5.0％   　　  

義務的経費
2,118,571千円

27.6％

投資的経費
690,981千円

9.0％

その他経費
4,861,981千円

63.4%

平
成
27
年
度 

一
般
・
特
別
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
認
め
る
！
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議会だより

質　
問

　
固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
が
非
常
に
悪
い
が
、
な
ぜ
か
。

答　
弁

　

登
記
簿
上
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
倒
産
・
廃
業
し
て
い
る
状
態
の
法
人
が

か
な
り
の
金
額
を
占
め
て
い
て
、
徴
収
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
る
。

質　
問

　
ジ
ビ
エ
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
中
止
さ
れ
た
の
か
。

答　
弁

　

適
切
な
場
所
が

な
い
の
と
、
主
体

と
な
っ
て
く
れ
る

グ
ル
ー
プ
が
な
い
。

ま
た
加
工
を
し
て

い
こ
う
と
す
る
と
、

獣
医
師
の
よ
う
な

資
格
を
持
っ
た
方
、

ま
た
厚
生
労
働
省

が
定
め
る
研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば
資
格
は
得
ら
れ
な
い
な
ど
、
だ
ん
だ

ん
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
定
住
自
立
圏
で
牟
岐
・
海
陽
が
加
わ
る

中
で
、
議
論
は
継
続
し
、
役
割
分
担
が
で
き
実
現
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
い
き
た
い
。

総
務
産
業
建
設
委
員
会
所
管
分
の
審
議

文
教
厚
生
委
員
会
所
管
分
の
審
議

一 般・ 特 別・ 公 営 企 業 会 計 の 決 算 認 定

質　
問

　
櫛
ケ
谷
公
営
住
宅
防
水
工

事
の
内
容
は
。

答　
弁

　

公
営
住
宅
２
棟
の
屋
上
の

防
水
シ
ー
ト
が
飛
ん
だ
た
め
、

下
地
処
理
に
は
ウ
レ
タ
ン
プ

ラ
ス
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
の
塗
装
材
を
用
い
、

そ
の
上
に
防
水
工
事
と
し
て
、

高
強
度
高
伸
縮
型
の
ウ
レ
タ

ン
塗
膜
防
水
を
行
っ
て
い
る
。

質　
問

　
施
設
の
措
置
費
が
施
設
に

よ
っ
て
金
額
の
差
が
あ
る
の

は
な
ぜ
か
、
ま
た
入
所
施
設

の
選
定
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

答　
弁

　

施
設
ご
と
の
単
価
は
、
そ
の
施
設
の
加
算
状
況
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。

羽
ノ
浦
荘
が
非
常
に
高
い
の
は
、
盲
人
の
方
に
も
対
応
し
た
施
設
で
あ
る

た
め
で
あ
る
。
施
設
の
入
所
先
は
、
ま
ず
施
設
の
空
き
状
況
が
第
一
条
件

と
し
て
、
地
域
ケ
ア
ー
会
議
の
中
に
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
保
健
師

等
で
構
成
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
決
定
し
て
い
る
。

町営櫛ケ谷住宅

いのしし肉
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議会だより

　

影
治
町
長
よ
り
、
９
月
議
会

以
降
の
町
政
の
進
捗
及
び
定
例

会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
認
定
２

件
、
報
告
２
件
、
町
道
路
線
変

更
議
案
１
件
、
条
例
議
案
１
件
、

補
正
予
算
議
案
６
件
、
契
約
議

案
１
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

◆
議
案
第
48
号
平
成
28
年

度
美
波
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

●
総
務
費

質
　
疑

空
き
家
対
策
推
進
事
業
委
託
料

は
（
３
７
５
千
円
）。

答
　
弁

　

空
き
家
の
痛
み
具
合
を
判
定

す
る
空
き
家
判
定
士
と
い
う
認

定
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

建
築
士
の
方
が
判
定
士
の
免
許

を
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

方
に
委
託
す
る
。

　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
平
成
28
年
９
月
15
日
か
ら

９
月
23
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

質
　
疑

　

賦
課
徴
収
費
町
税
費
の
固
定

資
産
土
地
鑑
定
評
価
委
託
料
は

（
４
５
４
千
円
）
ど
こ
の
何
件

分
の
調
査
か
。

答
　
弁

　

由
岐
地
区
24
件
分
・
日
和
佐

地
区
57
件
分
の
追
加
の
分
の
25

件
分
と
予
備
10
件
の
合
計
35
件

分
。

質
　
疑

　

工
事
請
負
費
の
中
の
４
，
０

０
０
千
円
の
電
柱
の
移
動
、
ど

う
い
う
や
り
方
を
す
る
の
か
。

答
　
弁

　

役
場
前
に
あ
る
電
柱
の
新
た

な
建
て
替
え
に
よ
り
、
負
担
分

が
掛
か
る
。
今
後
の
管
理
の
こ

と
を
考
え
て
、
自
営
柱
を
建
て

る
費
用
。

●
民
生
費

質
　
疑

　

障
害
者
福
祉
費
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
内
容
は
（
１
，
５

３
７
千
円
）。

答
　
弁

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
改

正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
で

あ
る
。

質
　
疑

　

地
域
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
費

支
障
木
伐
採
委
託
は
（
１
５
０

千
円
）
ど
こ
の
支
障
木
か
。

答
　
弁

　

旧
の
由
岐
保
育
所
の
校
門
を

入
っ
て
左
側
の
桜
の
木
の
こ
と

で
、
枝
が
電
線
に
か
か
り
、
台

風
が
接
近
し
て
い
た
の
で
急
遽

伐
採
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

●
衛
生
費

質
　
疑

　

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
の
光
ケ

ー
ブ
ル
の
工
事
請
負
費
は
ど
こ

が
請
け
負
う
の
か
（
１
７
，
３

２
５
千
円
）。

答
　
弁

　

ま
だ
業
者
に
つ
い
て
は
選
定

し
て
な
い
。

●
農
林
水
産
費

質
　
疑

　

町
有
林
整
備
委
託
料
は
（
７
，

０
０
０
千
円
）
ど
こ
に
委
託
を

す
る
の
か
、
そ
の
価
格
の
請
負

基
準
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
弁

　

個
別
の
単
価
は
、
１
本
の
単

価
か
ら
は
じ
ま
り
、
防
護
ネ
ッ

ト
・
人
件
費
等
積
み
上
げ
た
費

用
。
委
託
先
に
つ
い
て
は
森
林

組
合
等
の
林
業
事
業
者
に
委
託

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
●
商
工
費

質
　
疑

　

道
の
駅
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
の
内
容
は
。

答
　
弁

　

道
の
駅
を
核
に
ぽ
っ
ぽ
マ
リ

ン
、
カ
レ
ッ
タ
、
サ
ン
ラ
イ
ン

第
１
展
望
台
、
モ
ラ
ス
コ
牟
岐

を
サ
テ
ラ
イ
ト
と
位
置
付
け
、

周
遊
で
き
る
取
り
組
み
を
、
県

民
局
主
導
で
、
県
民
局
・
美
波

町
・
牟
岐
町
で
協
議
会
を
つ
く

っ
た
。

●
教
育
費

質
　
疑

　

公
民
館
費
整
備
事
業
は
（
３
，

１
０
０
千
円
）
西
河
内
公
民
館

の
修
繕
と
聞
い
た
が
、
地
元
負

担
額
は
。

答
　
弁

　

雨
漏
り
と
い
う
こ
と
で
基
盤

の
本
体
に
係
る
分
、
今
回
は
負

担
金
な
し
。
屋
根
・
天
井
の
修

繕
等
内
部
の
工
事
が
あ
れ
ば
地

元
負
担
を
い
た
だ
く
。

◆
議
案
第
51
号
平
成
28
年

度
美
波
町
介
護
保
険
事

業
特
別
補
正
予
算
（
第

２
号
）

質
　
疑

　

今
回
の
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
増
員
は
臨

時
的
な
措
置
か
。

答
　
弁

　

ケ
ア
マ
ネ
の
退
職
を
見
越
し

て
、
28
年
度
引
き
継
ぎ
を
兼
ね

た
増
員
と
な
っ
て
い
る
。

９
月
定
例
会
の
概
要
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議会だより

◆ 各議員の出欠状況（平成28年６月定例会～平成28年９月定例会） ◆
出席…○　欠席…╳　委員外出席…△　委員外…－　（6月16・18・19日、7月14日旧委員出席）

議　員　名

日付・会議等

舛
田　
邦
人

岩
瀬　
　
公

江
本　
　
昇

北
山　
朝
彦

川
尻　
竹
藏

松
本　
晋
児

永
本
善
次
郎

寺
下　
博
子

戎
野　
　
博

向
山　
篤
宏

丸
龍　
孝
敏

中
川　
尚
毅

６月13日 医療特別委員会 △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ ○
16日 議会広報特別委員会 － － － ○ － － ○ － ○ － － ○
17日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17日 防災対策特別委員会 ○ △ ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ ○ △
18日 議会だより報告会（由岐） － － － ○ － － ○ － ○ － － ○
19日 議会だより報告会（日和佐） － － － ○ － － ○ － ○ － － ○

７月 6日 議会広報特別委員会 ○ － － － △ ○ － ○ － ○ ○ －
14日 議会広報特別委員会（クリニック） － － － ○ － － ○ － ○ － － ○
19日 議員研修（徳島市） ○ ╳ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○
27日 文教厚生委員会 ○ ○ － ○ △ － △ △ ○ ○ － ○
28日 防災対策特別委員会 ○ △ ○ － △ ○ ╳ ○ － △ ○ △
28日 議会広報特別委員会 ○ － － － － ○ － ○ － ╳ ○ －

８月10日 テレビ中継特別委員会 － △ － ○ △ － ○ ○ ○ ○ － ○
22日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23日 町村議会広報誌作成講座 ○ － － － － ○ － ○ － ○ ○ －
25日 テレビ中継特別委員会（日和佐） － － － ○ △ － ○ ○ ○ ○ － ○
26日 テレビ中継特別委員会（由岐） － － － ○ △ － ○ ○ ○ ○ － ○

９月 7日 テレビ中継特別委員会 － － － ○ － － ╳ ○ ○ ○ － ○
8日 議会運営委員会 △ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ △
8日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみ掲載しています。

議
長
の
主
な
活
動
状
況

（
平
成
28
年
６
月
定
例
会

～
平
成
28
年
９
月
定
例
会
）

８
月
１
日　
阿
南
市
地
域
医
療
確
立
対

策
協
議
会

８
月
24
日　
海
部
郡
中
学
校
生
徒
弁
論

大
会

８
月
25
日　
宮
崎
県
串
間
市
行
政
視
察

	

（
受
入
対
応
）

８
月
13
日
　
三
豊
市・た
く
ま
港
ま
つ
り

８
月
９
日　
徳
島
県
南
部
地
区
四
国
横

断
自
動
車
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
総
会

８
月
４
日　
海
部
郡
防
犯
連
合
会
総
会

７
月
８
日
、
８
月
19
日

 
 
 
 
 

南
阿
波
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会

６
月
27
日　
美
波
町
老
人
大
学
開
校
式
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議会だより

◆ 各議員の賛否（賛否の分かれた議案）◆ 議長…◎　賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退

議　員　名

議　案

　
舛
田　
邦
人

　
岩
瀬　
　
公

　
江
本　
　
昇

　
北
山　
朝
彦

◎
川
尻　
竹
藏

　
松
本　
晋
児

　
永
本
善
次
郎

　
寺
下　
博
子

　
戎
野　
　
博

　
向
山　
篤
宏

　
丸
龍　
孝
敏

　
中
川　
尚
毅

結　
果

議案第54号　生きがい交流空間整備工事
　　　　　　（第２分割） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

請願第  1号　臨時国会でTPP協定を批准しない
　　　　　　 ことを求める請願 × × × 退 － × ○ × ○ × × ○ 不採択

※議長は賛否の意思表示をすることが出来ません。
　採決の結果、可否同数となった場合は議長が採決権を行使します。（過半数議決の場合）

◆ 各議員の賛否（全会一致の議案）◆
議　　　　案 議　　員 結　果

認定第  1号　平成27年度美波町公営企業会計決算の認定について

全 会 一 致

認　定
認定第  2号　平成27年度美波町歳入歳出決算の認定について

報告第  5号　平成27年度決算における健全化判断比率について
承　認

報告第  6号　平成27年度決算における資金不足比率について

議案第46号　町道路線の変更について

可　決

議案第47号　美波町重度心身障害者等に対する医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例（条例第12号）

議案第48号　平成28年度　美波町一般会計補正予算（第2号）

議案第49号　平成28年度　美波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

議案第50号　平成28年度　美波町簡易水道事業特別会計補正予算　　　　　　 （第1号）

議案第51号　平成28年度　美波町介護保険事業特別会計補正予算　　　　　　 （第2号）

議案第52号　平成28年度　美波町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第2号）

議案第53号　平成28年度　美波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

議案第54号　生きがい交流空間整備工事（第2分割）請負契約の締結について
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文 教 厚 生 常 任 委 員 会 報 告
平成 28年７月 27日（水）に委員全員と議員３名の出席の下、委員会を開催しました。

議　題
①　木岐苫越共同墓地について
最初に住民生活課から説明を受けました。
　説明の概要
　　申請者 宗教法人	春日大社 勝浦郡勝浦町
　　場　所 木岐苫越
　工事の概要 
　　名　称 海辺の樹林葬
　　面　積 1,683.32㎡（台帳） 1,471.97㎡（実測）
　　構造等 RCカルバート（高さ 0.85m×幅 1.20m）
      100 ～ 150 個、１個に 150 霊葬り１本の樹木を植える
 町の対応等
 現段階は、墓地の許可申請手続きについての相談があったところである。
 今後は、地元議員や町内会長と相談しながら慎重に事務を進め、正式な申請があれば
墓地埋葬等に関する法律や自然公園法等の下に県の指導をいただき審査を行ないたい。

【委員・議員からの質問と回答】
Ｑ１　なぜ美波町で行うのか。
Ａ  海辺の樹林葬という銘をうっている。
Ｑ２　近隣の民家の承諾は。
Ａ  半径 100 メートル以内にある住居には配慮がいるようである。
Ｑ３　申請者はどういった法人なのか。
Ａ  詳しくは把握していないが今後必要に応じて確認が必要だと思っている。
Ｑ４　当該計画地付近に他に何かの実施計画があれば施工の支障になるのでは。
Ａ  今のところ計画はない。
 その他、議員からは地元への説明会を行ってほしい要望がありました。
 このことにより、町は地元説明会を開催する予定です。

②　ごみ焼却施設等について
 この件については、目下、地元牟岐町議会で移転場所等について議論を重ねられており、
美波町長から改めて議員全員へ説明したいという意向があり、説明を受けました。

①
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

平
成
28
年
７
月
19
日
、
徳
島
グ
ラ
ン

ビ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル	

ホ
ー
ル
に
て
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
研
修
会
に
は
、
平
成
28
年
１
月
６

日
に
締
結
さ
れ
た
「
徳
島
県
議
会
、
徳

島
県
市
議
会
議
長
会
、
徳
島
県
町
村
議

会
議
長
会
の
連
結
協
定
」
に
基
づ
き
、

県
議
会
、
市
議
会
議
長
会
に
も
参
加
呼

び
か
け
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
国
際
政
治
・
軍
事
ア
ナ
リ

ス
ト
の
小
川
和
久
氏
と
福
山
大
学
客
員

教
授
田
中
秀
征
氏
を
迎
え
、
世
界
の
平

和
の
秩
序
と
し
て
の
集
団
安
全
保
障
に

つ
い
て
、
ま
た
最
近
の
政
治
と
経
済
に

つ
い
て
、
研
修
し
ま
し
た
。

②
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

　

平
成
28
年
10
月
13
日
、
高
松
レ
ク
ザ

ム
ホ
ー
ル
に
て
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
に
、
名
城
大
学
教
授	

昇
秀
樹

氏
と
東
京
大
学
准
教
授	

松
本
真
由
美

氏
を
迎
え
、
人
口
減
少
と
地
方
議
会
の

在
り
方
、
ま
た
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
と
課
題
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

議
員
研
修
報
告
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一
般
質
問

寺下議員寺下　博子 議
員

質
　
問

　
重
要
業
績
指
標
に
目
標
値
を

設
定
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

●
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

事
業
ご
と
に
担
当
課
を
記
載

し
、
可
能
な
も
の
か
ら
事
業
実

施
を
進
め
る
。
管
理
体
制
に
つ

い
て
は
、
担
当
課
ご
と
進
捗
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、
施
策
等

の
見
直
し
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
繰
り
返
し
、
適
切
に
行
う
。

び
避
難
所
の
確
保
、
木
造
住
宅

等
の
耐
震
化
な
ど
の
ハ
ー
ド
事

業
、
自
主
防
災
会
に
お
け
る
避

難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
、
地

域
住
民
と
の
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
ソ
フ

ト
事
業
も
積
極
的
に
行
う
。

注	

Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

情
報
処
理
や
通
信
に
関
連
す

る
技
術
・
産
業
・
設
備
・
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
総
称
。

質
　
問

　
統
廃
合
に
頼
ら
な
い
新
し
い

学
校
づ
く
り
の
１
つ
で
あ
る
小

中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
本
町

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

●
寺
内
教
育
長

　

小
中
一
貫
教
育
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
可
能
と
な

り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
、
徳
島
モ
デ
ル
調
査
研
究
の
成

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

質
　
問

　
平
成
32
年
度
か
ら
、小
学
５
・

６
年
の
英
語
が
教
科
化
さ
れ
、

専
門
性
が
高
ま
る
中
で
、
小
中

一
貫
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
で

将
来
的
に
も
、
そ
の
強
み
を
生

か
せ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
寺
内
教
育
長

　

現
在
、
小
学
校
教
諭
で
、
英

質
　
問

　
計
画
推
進
に
は
大
き
な
費
用

を
伴
う
が
、
財
政
的
な
課
題
へ

の
対
応
は
。

●
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策

定
し
た
自
治
体
に
対
し
て
は
、

補
助
事
業
と
し
て
重
点
的
に
配

分
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的

に
事
業
展
開
し
て
い
き
た
い
。

語
免
許
状
を
保
有
す
る
教
諭
は

在
籍
し
て
い
な
い
。
小
中
一
貫

教
育
導
入
に
よ
り
、
乗
り
入
れ

授
業
を
行
う
こ
と
で
英
語
免
許

状
を
持
つ
中
学
校
教
諭
に
よ
る

英
語
指
導
が
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
、
有
効
な
取
り
組
み
に
な

る
と
考
え
る
。

質
　
問

　
中
学
校
の
部
活
動
の
集
団
規

模
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

●
寺
内
教
育
長

　

日
和
佐
中
学
校
は
、
全
て
の

部
で
各
大
会
に
参
加
で
き
る
部

員
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
由
岐

中
学
校
は
生
徒
数
の
減
少
に
よ

り
、
他
中
学
と
の
合
同
チ
ー
ム

編
成
や
、
個
人
戦
の
み
の
参
加
、

と
い
う
状
況
で
あ
る
。
部
活
動

に
関
し
て
は
、
学
校
が
主
体
的

に
調
整
を
図
っ
て
い
る
の
で
、

教
育
委
員
会
し
て
は
、
助
言
や

支
援
を
行
い
た
い
。

1
美
波
町
国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化か

地
域
計
画
の

　
推
進
に
向
け
て

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
建
築
士
会
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
新
し
い
防
災
・
減
災
対
策
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
た
い

答　　弁

徳
島
モ
デ
ル
調
査
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い

答　弁 2
小
中
一
貫
教
育
の
検
討
は

質
　
問

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
重
点
施
策
）
は
、
強
靭
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
重
要
な

指
針
と
な
る
が
、地
域
や
町
民
・

企
業
と
の
情
報
共
有
や
協
力
体

制
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

●
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

３
つ
の
柱
と
し
て
、「
高
台

整
備
構
想
を
主
と
す
る
事
前
防

災
・
減
災
対
策
」「
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
防
災
・
減
災
対
策
」「
住

民
の
自
主
的
な
活
動
に
よ
る
防

災
・
減
災
対
策
」
を
美
波
町
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
る
。

高
台
等
の
津
波
浸
水
想
定
区
域

外
へ
の
公
共
施
設
等
の
移
転
及

注
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業
務
記
録
は
重
要
と
思
う
。
実
施
方
法
を
考
え
、

公
正
・
透
明
な
人
事
評
価
を
し
た
い

答　弁 1
法
改
正
で
人
事
評
価
の
や
り
方
が
変
わ
り
、

　
業
務
日
誌
の
よ
う
な
記
録
が
不
可
欠
に
な
る

寺下議員北山　朝彦 議
員

質
　
問

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ

り
、
町
は
人
事
評
価
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
人
事
評
価
者
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
っ
た
が
、
な
ん
の
問
題
も

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
実
践
で
き
て

い
る
か
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　
職
員
は
、
６
月
末
ま
で
に
面

談
の
上
、
業
務
目
標
を
設
定
、

管
理
職
は
８
月
上
旬
に
目
標
設

定
を
行
っ
た
。
今
後
、
来
年
２

月
頃
目
標
達
成
状
況
等
の
自
己

申
告
と
評
価
者
の
期
末
面
談
を

実
施
す
る
予
定
。
今
の
と
こ
ろ

困
難
性
と
か
課
題
、
問
題
点
は

認
め
ら
れ
な
い
。

質
　
問

　
町
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
て
、

能
力
評
価
・
業
績
評
価
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
大
変
難
し
い

作
業
に
な
る
と
感
じ
た
。
例
え

ば
、
能
力
評
価
で
は
「
優
秀
な

職
員
の
と
る
行
動
を
、
求
め
ら

れ
る
行
動
と
位
置
付
け
る
」
と

あ
る
が
、
優
秀
な
職
員
像
及
び

そ
の
行
動
は
設
定
し
て
い
る
の

か
。
業
績
評
価
で
は
「
目
標

を
定
量
化
し
、
よ
り
具
体
的
に

表
現
す
る
」
と
あ
る
が
そ
の
よ

う
に
出
来
て
い
る
の
か
。
次
に
、

今
回
の
監
査
で
、
昨
年
の
指
摘

事
項
や
意
見
書
に
対
す
る
措
置

報
告
で
は
殆
ど
全
て

が
実
行
で
き
て
い
な

い
と
の
結
果
が
出
た
。

ま
た
報
告
書
に
し
て

も
具
体
的
事
象
の
記

録
が
な
く
、
実
証
性
に

乏
し
く
、
信
憑
性
の
低

い
文
書
が
多
か
っ
た
。

能
力
評
価
・
業
績
評
価

を
公
正
公
平
で
透
明

性
の
高
い
評
価
を
行

う
た
め
に
は
、
日
常
の

研
修
記
録
・
事
業
記
録

等
業
務
日
誌
の
よ
う

な
記
録
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
が
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

●
影
治
町
長

　

今
回
人
事
評
価
を
す
る
に
あ

た
っ
て
、
議
員
の
言
わ
れ
た
こ

と
は
重
要
な
点
と
思
う
。
今
後
、

総
務
企
画
課
の
中
で
人
事
評
価

の
主
管
課
と
し
て
や
っ
て
い
く

が
、
課
題
も
起
き
て
く
る
と
予

想
さ
れ
る
。
今
回
、
法
の
改
正

で
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

で
、
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
の
で
、

課
題
は
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

　
実
績
記
録
・
業
務
記
録
が
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
は
さ
れ
て

い
る
が
、
業
務
日
誌
の
よ
う
な

記
録
を
実
行
す
る
の
か
し
な
い

の
か
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
評
価
は
事
績
記
録
・

業
務
記
録
等
々
、
確
か
な
記
録

に
よ
ら
ず
し
て
正
し
い
公
平
な

透
明
性
の
あ
る
評
価
は
で
き
な

い
と
思
う
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

業
績
評
価
と
能
力
評
価
の
う

ち
、
業
績
評
価
の
方
で
各
職
員

の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
評

価
に
つ
い
て
は
初
め
て
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
人
材
育
成
に
主
点

を
お
い
て
進
め
る
。

●
影
治
町
長

　

人
事
評
価
は
、
目
標
設
定
と

年
度
末
に
出
た
結
果
と
の
差
が

業
績
評
価
に
な
っ
て
く
る
。
業

務
日
誌
に
つ
い
て
は
、
非
常
に

良
い
案
で
、
必
要
な
こ
と
と

思
っ
て
お
り
、
各
課
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
件
は
、

日
々
の
業
務
ま
た
今
回
の
人
事

評
価
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
　
問

　
今
回
の
人
事
評
価
の
目
的
に

つ
い
て
も
、
客
観
性
及
び
透
明

性
の
あ
る
評
価
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
記
録
を
根
拠
に
し
な

け
れ
ば
、
実
現
は
図
れ
な
い
と

思
う
。
現
在
出
来
て
い
る
職
員

各
自
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
見

せ
て
も
ら
い
た
い
。
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寺下議員戎野　　博 議
員

質
　
問

　
仮
設
住
宅
用
地
及
び
こ
ど
も

園
用
地
と
し
て
の
高
台
開
発
造

成
構
想
の
調
査
・
設
計
委
託（
計

７
千
万
円
）
の
結
果
と
見
直
し
、

計
画
概
要
と
今
後
の
進
め
方
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
ど

の
地
区
の
被
災
者
を
対
象
に
仮

設
住
宅
建
設
予
定
戸
数
は
い
く

ら
な
の
か
。
こ
ど
も
園
、
防
災

公
園
（
住
宅
用
地
）
等
ど
れ
だ

け
の
規
模
で
造
成
す
る
の
か
。

そ
の
費
用
と
財
源
、
町
負
担
分

は
幾
ら
か
。
こ
ど
も
園
を
避
難

施
設
の
整
っ
た
日
和
佐
診
療
所

（
避
難
階
３
階
）
の
付
近
に
建

設
し
、
常
時
避
難
誘
導
し
易
い

所
へ
再
検
討
で
き
な
い
の
か
。

●
鶴
木
建
設
課
長

　

日
和
佐
地
区
市
街
地
の
大
部

分
が
津
波
浸
水
想
定
区
域
と

な
っ
て
お
り
津
波
・
災
害
時
の

行
政
機
能
維
持
の
た
め
、
公
共

施
設
等
に
つ
い
て
は
浸
水
想
定

区
域
外
で
あ
る
高
台
等
へ
の
移

転
整
備
に
取
り
組
む
。
２
次
避

難
所
を
兼
ね
た
防
災
公
園
、
日

和
佐
こ
ど
も
園
そ
の
他
公
共
施

設
の
高
台
移
転
整
備
を
し
て

い
く
。
子
ど
も
園
児
の
保
護
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
27
年

度
に
地
質
調
査
等
測
量
が
完
了
、

現
在
進
入
路
の
検
討
、
地
籍
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、

造
成
の
基
本
設
計
、
道
路
測
量

調
査
等
を
行
う
。

●
影
治
町
長

　

日
和
佐
こ
ど
も
園
の
保
護
者

と
未
就
園
児
の
保
護
者
（
計
71

世
帯
回
答
）
の
約
９
割
か
ら
の

高
台
移
転
賛
成
も
あ
り
「
道
の

駅
、
ひ
わ
さ
」
西
整
備
す
る
方

針
で
あ
る
。
防
災
公
園
は
仮
設

住
宅
に
も
自
衛
隊
の
駐
屯
に
も

緊
急
性
の
高
い
施
設
、
子
ど
も
園
、
防
災
公
園
の

早
期
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く

答　弁 1
サ
ン
ク
ス
裏
山
の
高
台
造
成
開
発
に
つ
い
て

質
　
問

　
奥
河
内
地
区
及
び
東
町
日
和

佐
グ
ラ
ン
ド
横
の
新
規
整
備
、

戎
町
既
存
タ
ワ
ー
改
築
の
３
避

難
タ
ワ
ー
の
整
備
計
画
に
お
い

て
、
奥
河
内
の
避
難
ビ
ル
で
は

３
階
建
て
で
避
難
ス
ペ
ー
ス
に

は
男
女
別
固
定
ト

イ
レ
と
備
蓄
倉
庫

が
あ
り
２
次
避
難

所
と
し
て
も
使
い

や
す
く
な
っ
て
い

る
が
用
地
交
渉
等

そ
の
後
の
進
展
は
。

日
和
佐
浦
グ
ラ
ウ

ン
ド
避
難
タ
ワ
ー

及
び
戎
町
避
難
タ

ワ
ー
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
３
階
に
ビ

ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン

で
は
な
く
、
側
壁

を
設
け
て
防
寒
・

防
雨
対
策
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
簡
易
便
器

で
は
な
く
奥
河
内
避
難
ビ
ル
の

よ
う
に
男
女
固
定
ト
イ
レ
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
避
難

路
の
確
保
の
た
め
に
電
柱
地
下

埋
設
化
を
要
請
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
か

ら
生
け
垣
緑
化
へ
推
進
補
助
金

条
例
化
で
町
並
み
景
観
向
上
と

使
え
る
。
仮
設
住
宅
戸
数
の
具

体
的
な
数
は
掴
ん
で
い
な
い
。

造
成
規
模
は
約
７
３
，
０
０
０

㎡
（
７
・
３
ｈ
ａ
）
全
体
の
概

算
事
業
費
は
約
46
億
円
（
国
等

の
補
助
19
億
円
、
起
債
26
億
円

で
町
費
１
億
円
）。
実
施
設
計

等
が
始
ま
る
と
、
こ
の
金
額
で

収
ま
る
か
…
も
う
少
し
正
確
な

数
字
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

再
質
問

　
防
災
公
園
の
仮
設
住
宅
用
地

で
あ
れ
ば
水
高
や
日
高
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
山
河
内
玉
厨
子
農
村

公
園
及
び
耕
作
放
棄
地
や
遊
休

地
の
借
用
で
代
替
用
地
は
出
来

る
の
で
は
な
い
か
。
代
替
案
で

の
見
直
し
は
し
な
い
の
か
。

●
影
治
町
長

　

美
波
町
が
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
な
被
害
を
受
け
た
場
合
、

と
て
も
７
ｈ
ａ
の
防
災
公
園
で

は
足
り
な
い
の
で
発
災
時
に
は

農
家
の
方
と
協
定
し
て
協
力
を

し
て
頂
く
。
起
債
分
も
過
疎
債

等
を
使
う
こ
と
で
約
３
割
の
町

負
担
（
７
億
円
）
で
い
け
る
方

向
で
進
め
て
い
る
。

一
次
的
な
避
難
場
所
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
、

現
在
設
計
中
で
あ
る

答　弁 2
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
内
容
は

避難タワー
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防
災
対
策
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

●
近
藤
防
災
課
長

　

奥
河
町
地
区
の
避
難
タ
ワ
ー

は
地
権
者
と
の
用
地
交
渉
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
実
施
設
計

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
避
難
タ

ワ
ー
は
滞
在
期
間
を
１
日
と
し

た
一
次
避
難
施
設
で
設
計
し
て

お
り
、東
町
避
難
タ
ワ
ー
（
２
・

３
階
避
難
ス
ペ
ー
ス
：
２
４
０

人
収
容
、
高
さ
８
ｍ
）
も
戎
町

避
難
タ
ワ
ー
（
３
階
避
難
ス

ペ
ー
ス
60
人
収
容
、
高
さ
８
ｍ

来
年
着
工
）
も
壁
面
は
ビ
ニ
ー

ル
カ
ー
テ
ン
に
よ
る
防
風
対
策

で
雨
露
、
風
を
し
の
ぐ
場
所
と

し
て
十
分
で
あ
る
。
屋
根
付
き

で
簡
易
ト
イ
レ
を
使
用
で
き
る

ト
イ
レ
ブ
ー
ス
（
区
画
）
と
備

蓄
倉
庫
が
置
け
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。

●
鶴
木
建
設
課
長

　

各
種
補
助
事
業
を
活
用
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
に
努
め
た

い
。
電
柱
の
地
中
化
、
生
け
垣

化
は
景
観
及
び
防
災
力
の
向
上

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
復
旧
に

要
す
る
時
間
、
建
設
費
、
剪
定

等
の
維
持
管
理
費
の
問
題
、
費

用
対
効
果
な
ど
、
今
後
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

寺下議員永本善次郎 議
員

質
　
問

　
南
海
ト
ラ
フ
３
連
動
地
震
、

同
時
に
来
る
大
津
波
で
本
町
で

は
２
，
４
０
０
人
の
人
命
が
失

わ
れ
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
流
失
、

又
は
焼
失
す
る
と
言
わ
れ
て
数

年
に
な
る
。
特
に
由
岐
地
区
で

は
住
宅
の
97
％
が
浸
水
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
事
前
復
興
計
画
は

本
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

●
近
藤
防
災
消
防
課
長

　

平
成
26
年
に
実
施
し
た
事
前

復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
住

民
意
向
調
査
を
も
と
に
、
一
次

避
難
場
所
、
二
次
避
難
場
所
、

仮
設
住
宅
、
失
わ
れ
た
住
宅
の

再
建
を
時
系
列
に
沿
っ
て
土
地

利
用
等
の
整
理
を
進
め
て
い
る
。

町
の
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
と

の
整
合
性
も
図
り
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
を
単
位
と
し
て

住
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
計

画
を
早
急
に
進
め
て
行
く
。

質
　
問

　
町
長
に
お
聞
き
し
た
い
。
現

在
民
間
の
社
会
福
祉
法
人
で
は

１
階
を
高
床
式
で
２
階
以
上
を

入
所
室
に
し
た
も
の
。
ま
た
は

建
物
全
体
を
高
台
移
転
し
た
も

の
等
、
万
全
の
津
波
浸
水
対
策

が
施
さ
れ
て
い
る
。
97
％
の
住

質
　
問

　
ナ
マ
ズ
は
、
近
畿
大
学
の
マ

グ
ロ
研
究
室
が
う
な
ぎ
資
源
の

枯
渇
を
補
う
た
め
に
ウ
ナ
ギ
味

の
ナ
マ
ズ
養
殖
研
究
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
広
島
県
の
油
木

高
校
で
も
生
徒
た
ち
が
鋭
意
研

究
し
て
い
る
。
美
波
町
で
飼
育
の

調
査
を
研
究
す
る
べ
き
と
思
う
。

●
小
坂
産
業
振
興
課
長

　

農
地
を
ナ
マ
ズ
の
養
殖
地
に

変
更
す
る
場
合
、
事
前
に
農
地

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
と
の
整
合
性
も

図
り
な
が
ら
進
め
て
ゆ
く

答　弁 1
事
前
復
興
計
画
の
進
捗
状
況
は

ナ
マ
ズ
の
養
殖
・
ヤ
ギ
の
飼
育
は
着
手
は

出
来
な
い

答　弁 2
ナ
マ
ズ
の
養
殖
と
ヤ
ギ
の
飼
育
の

　
調
査
研
究

宅
の
浸
水
が
予
測
さ
れ
る
由
岐

地
区
で
高
台
開
発
が
進
ま
な
い

の
は
ど
う
し
て
か
。
ま
た
以
前
に

も
質
問
し
た
が
、
命
の
山
構
想

（
人
工
の
山
）
方
式
を
採
用
す
る

意
思
は
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

●
影
治
町
長

　

本
町
は
津
波
に
対
し
て
あ
ら

ゆ
る
面
で
脆
弱
だ
。
命
の
山
構

想
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
が
、

用
地
難
の
た
め
避
難
タ
ワ
ー
方

式
を
進
め
て
い
る
。
由
岐
地
区

の
高
台
整
備
に
つ
い
て
は
、
ね

ん
り
ん
移
転
地
よ
り
東
側
の
水

田
を
対
象
に
自
主
防
災
会
・
県

の
建
築
士
会
・
徳
島
大
学
等
合

同
で
住
宅
地
コ
ン
ペ
を
実
施
し

て
い
る
。住
民
関
係
者
の
支
援
・

協
力
を
求
め
た
い
。
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寺下議員中川　尚毅 議
員

質
　
問

　
美
波
町
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
に
、
由
岐
・
木
岐
・
日
和
佐

浦
な
ど
津
波
時
の
指
定
避
難
所

が
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
公

質
　
問

　
議
案
は
早
く
提
示
し
、
説
明

は
も
っ
と
詳
し
く
し
て
ほ
し
い
。

議
会
は
公
開
が
原
則
で
あ
り
、

秘
密
会
の
要
請
は
最
小
限
に
し

て
も
ら
い
た
い
。
昨
年
10
月
14

日
の
全
員
協
議
会
で
、
傍
聴
者

を
退
席
さ
せ
た
件
に
関
し
て
、

当
時
の
議
長
は
『
町
長
が
秘
密

会
に
し
て
と
い
っ
た
の
で
傍
聴

者
を
退
席
さ
せ
た
』
と
い
っ
て

い
る
。
町
長
は
秘
密
会
を
要
請

し
た
の
か
。

民
館
の
移
転
ま
た
は
防
災
拠
点

施
設
の
新
設
を
明
記
す
べ
き
だ
。

●
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

町
内
の
津
波
浸
水
区
域
全

体
で
避
難
所
が
不
足
し
て
い

る
。
今
年
度
、
事
前
復
興
ま
ち

づ
く
り
計
画
や
自
主
防
災
会
連

合
会
で
土
地
利
用
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
が
、
新
た
に

公
民
館
や
避
難
所
を
整
備
す
る

の
で
は
な
く
、
既
存
の
施
設
や

山
間
部
の
施
設
や
集
会
所
、
町

●
影
治
町
長

　

議
案
は
開
会
の
１
週
間
前
の

議
会
運
営
委
員
会
の
と
き
に
渡

し
て
お
り
、
遅
く
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
と
き
事

前
に
説
明
も
し
て
い
る
が
、
議

会
内
部
の
問
題
で
あ
り
、
意
見

調
整
し
て
議
会
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
詳
し
い
説
明
は
す
る
。

　

昨
年
の
件
に
つ
い
て
は
、
秘

密
会
は
要
請
し
て
い
な
い
。『
議

員
報
告
を
し
た
い
の
で
』
と
お

願
い
し
た
。

既
存
施
設
の
活
用
や
、
テ
ン
ト
泊
な
ど

１・５
次
避
難
所
を
検
討
し
て
行
く

答　弁 1
地
域
計
画
に
公
民
館
移
転
、

　
防
災
拠
点
施
設
を
明
記
す
べ
き
で
は

外
の
施
設
を
利
用
で
き
な
い
か
、

テ
ン
ト
泊
や
民
泊
、
町
有
林
や

町
道
敷
な
ど
の
空
き
地
を
活
用

し
た
１
・
５
次
避
難
場
所
な
ど
、

美
波
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

に
基
づ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

新
し
く
施
設
、
避
難
所
を
つ
く

る
の
は
避
難
時
の
利
用
を
考
え

る
と
難
し
い
。

●
影
治
町
長

　

今
年
、
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
11
カ
所
の
地
域
で
や

る
。
各
地
区
で
十
分
議
論
し
て

計
画
を
立
て
た
ら
、
町
は
財
源

を
探
し
な
が
ら
優
先
順
位
を
つ

け
て
や
っ
て
い
く
。

転
用
が
必
要
と
な
る
が
、
多
く

が
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ

て
お
り
容
易
で
は
な
い
。
先
行

事
例
を
見
る
と
、
養
殖
池
を
造

成
す
る
経
費
、
水
の
便
・
進
入

路
等
の
場
所
の
選
定
、
稚
魚
か

ら
成
魚
に
は
２
年
～
３
年
か
か

り
、
孵
化
か
ら
稚
魚
へ
の
種
苗

生
産
技
術
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
西
日

本
に
は
ナ
マ
ズ
の
食
文
化
は
な

く
、
広
域
な
販
路
の
確
保
が
容

易
で
は
な
い
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
ナ
マ
ズ
の
養
殖
を
調
査
研

究
の
対
象
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
　
問

　
私
が
試
験
的
に
ヤ
ギ
を
飼
育

し
て
い
る
が
、
10
ａ
で
約
10
頭

の
放
牧
が
出
来
る
と
理
解
し
て

い
る
。
農
家
の
高
齢
者
が
年
間

５
頭
の
子
ヤ
ギ
を
繁
殖
さ
せ
れ

ば
50
万
円
の
収
入
が
得
ら
れ
る
。

単
純
計
算
の
と
お
り
は
い
か
な

い
が
、
調
査
研
究
を
進
め
る
べ

き
と
思
う
。

●
小
坂
産
業
振
興
課
長

　

ヤ
ギ
の
飼
育
に
つ
い
て
は
、

自
己
責
任
で
や
っ
て
頂
け
れ
ば

良
い
と
思
う
。
町
が
推
奨
し
、

躯
体
の
レ
ン
タ
ル
や
購
入
あ
る

い
は
小
屋
の
整
備
等
に
補
助
金

を
出
し
て
ま
で
取
り
組
む
テ
ー

マ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

な
お
販
売
等
を
目
的
に
飼
育

の
場
合
、
第
１
種
動
物
取
扱
業

の
届
出
が
必
要
に
な
る
。
事
業

者
ご
と
に
１
名
以
上
の
常
勤
か

つ
専
属
の
動
物
取
扱
責
任
者
を

選
任
し
、
毎
年
研
修
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

５
年
ご
と
の
更
新
が
必
要
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
着
手
は
出
来

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
会
内
部
の
問
題
で
あ
る

答　弁 2
議
会
と
行
政
と
の
関
係
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防
災
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
小
松

島
市
に
建
設
さ
れ
た
西
日
本
初
の
命
山

「
希
望
の
丘
」
の
現
地
視
察
と
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
伺
う
た
め
、10
月
17
日
に
、

小
松
島
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。	

　

本
町
と
現
地
の
津
波
到
着
時
間
や
浸

水
高
の
違
い
等
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
よ
り
検
討
・
精
査
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。	

　

当
委
員
会
で
は
、
11
月
７
・
８
日
に

も
三
重
県
大
紀
町
と
和
歌
山
県
串
本
町

の
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
視

察
を
行
う
予
定
で
す
。

美波町観光協会との
意見交換会

９月 27日㈫　日和佐公民館３階　大会議室において

　
美
波
町
観
光
協
会
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
「
車
座
会
議
」
と
い
う
方
式
で
す
。
観

光
協
会
会
員
の
方
と
議
員
が
参

加
、
観
光
対
策
全
般
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

・
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
が
減
少
し
つ

つ
あ
る
が
歯
止
め
は

・
日
和
佐
川
の
ト
イ
レ
の
充
実
を

・
明
丸
海
岸
サ
ン
ゴ
を
観
光
に

・
大
浜
海
岸
の
恋
人
岬
を
定
期
的

な
木
の
伐
採
を

・
古
民
家
等
を
利
用
し
て
宿
泊
施
設
に

・
観
光
協
会
の
釣
り
具
レ
ン
タ
ル
は
人
気
が
上
が
っ
て
来
た

・
食
堂
等
が
少
な
い
の
が
残
念

・
六
次
産
業
と
観
光
を
一
体
化
し
て
労
働
人
口
を
増
や
す

・
よ
く
ば
り
体
験
の
受
け
入
れ
先
が
少
な
い

・
田
井
ノ
浜
駐
車
場
は
無
料
だ
が
有
料
化
す
れ
ば
　
等

　
さ
ま
ざ
な
ま
意
見
が
出
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
真
剣
に

そ
の
思
い
を
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
そ
ん
な
意
見
や
要
望

を
行
政
側
に
伝
え
、
ま
た
議
会
も
協
力
し
、
ま
ち
づ
く
り
、
ま

ち
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

命山の視察

命
山「
希
望
の
丘
」現
地
視
察
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編集後記

　美波町の海岸線はその景観美から室戸・阿南海岸国定公園に指定されています。

　一方、私たちの生活は台風など自然の猛威にさらされますが、日々移り変わる情景は私たち

に夢や希望を与え、新しい美波町の夜明けを感じさせられるものです。

　「地方創生」という言葉を誰もが耳にする社会となった今、美波町の魅

力や特徴を生かし、私たち住民が行政とともに、まちづくりを主体的に進

める時代になっているのだと感じます。町でも、様々な施策事業に取り組

んでいることが NEWING からも分かります。情報を広く周知し、生かす

環境を整えることも、まちづくりの一歩です。議会だよりにおいても、分

かりやすい内容、読みやすい紙面づくりに、今後も取り組んでまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集委員：寺下博子）

大 海 原 の 朝 焼 け
田 井ノ浜 から東 の 海 岸を望む

景

美波


